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男女共同参画推進室　しあわせぶんたん　Vol.16　　発行日／令和 8年 3月
国立大学法人  高知大学　地域協働学部棟3階
〒780-8520　高知市曙町二丁目 5番 1号　

TEL：088‐888‐8022　FAX：088‐888‐8023　　E-mail：sankaku@kochi-u.ac.jp

マスコットキャラクター
しあわせぶんたん

つながりが増える、安心が広がるキャンパスへ ―「学長のおごり自販機」―つながりが増える、安心が広がるキャンパスへ ―「学長のおごり自販機」―

１２月１日（月）に「第１６回中国四国男女共同参画シンポジウム」（兼JST補助事業「ダイバーシティ研究
環境実現イニシアティブ（牽引型）」（R2-7年）の総括イベント）がKDDI維新ホール（山口県山口市）にて
開催されました。高知大学からは本件担当の堀見理事、推進室の宮地特任講師が参加をしました。
本事業は大学と地域の企業との連携が特徴的で、第一部では、連携機関として山口東京理科大学、
宇部工業高専、UBE㈱、㈱トクヤマの関係者の方々が登壇され、人口流出が進む地方都市においてい
かにダイバーシティの視点が重要かについての議論が行われました。また第二部では、「地方大学にお
ける女性活躍促進の難しさとして意義、その対策について」として岡山大学、島根大学、愛媛大学、香
川大学、山口大学のダイバーシティ担当部署の副学長らが登壇し、各大学の取組や振り返りが行われ
ました。
また本イベントに先立って、午前中は中国・四国の大学の推進連携会議も実施され、各大学からの様々
な質問（「男性の育休促進」「テレワーク推進」「女性教員限定公募（離職防止策）」「出張の際の子どもの
帯同」「LBGTs支援のガイドライン」）についての回答や情報交換も行われました。高知大学も、引き続き
他大学との交流も深めながら、様々な活動を実施していく予定です。

昨年１２月３日に「学長のおごり自販機」による学内ウェルビーイング向上大作戦がスタートしました。
大勢の学生、教職員に集まっていただき、「おごり初めイベント」を開催した様子は多くのメディアに取り
上げていただき、Yahooニュースのトップページにも掲載されましたので、ご存知の方もたくさんいる
のではないでしょうか。
受田学長自らが、みんなで「いい大学」をつくりたい、そのためにも学生や教職員の声を聴き、思いを
受け止め、コミュニケーションを図りたい。その学長の思いが込められた大作戦です。 
学長コインを受け取り、メッセージを動画に残し、「校友会ラウンジ」でドリンクを飲みながら、色々な
人との会話を楽しんで下さい。受田学長からのメッセージも、学生会館１階に設置している、広報用の
サイネージで届けられます。ぜひ足を止め、ご覧いただければと思います。 
つながりが増え、多様な関係が生まれると、幸福度は高まると言われています。その「つながり」をよ

り豊かにするには、互いの違いを知り、尊重するまなざしが欠かせません。ジェンダー平等の意識を高め、
LGBTを含む多様なあり方への理解を深め、誰もが安心して参加できる場にしていきましょう。みんなでつながり、お互い様で相手を思
いやり、「ありがとう」を伝えられる大学になると、必ず「いい大学」になっていくと確信をしています。「学長、ゴチになります！」

少子高齢化が進む中、高知県も男性育休取得
を推進しています。高知大学は、令和7年12月1
日に高知県より「高知県ワークライフバランス推進
認証企業」として認定され、また「こうち男性育休
推進企業」としても登録されました。男性の育休取
得は徐々に進んでいますが、男女問わず、教職員
がより一層育児と仕事の両立ができる職場環境づ
くりを目指していきます。

■受田学長メッセージ
「高知大学は、男性育休にYesといいます。」
男性育児休業はもはや“特別なこと”ではありません。
わたしは、トップの立場からその重要性を明確に示し、
職員が育児と仕事を自然に両立できる
職場づくりを進めます。 

高知大学長
受田　浩之

　職員が、仕事と子育て・介護を両立させることができ、働きやすいウェルビーイング職場環境をつくることによって、その能力を
十分に発揮できるようにするため、高知大学では、次世代育成支援対策推進法・行動計画（第5期）を策定しました。
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男性育休取得を促進します！

第16回中国四国男女共同参画シンポジウムが開催されました

ウェルビーイングな大学プロジェクト
12月20日（土）、高知大学朝倉キャンパス陸上競技場において、教職員運動会が開催されました。当

日は天候にも恵まれ、途中、強い日差しに上着を脱ぐ場面も見られる中、無事に競技が実施されました。
学長および4名の理事をそれぞれチームリーダーとする5チームに、総勢157名の教職員が分かれ、和気
あいあいとした雰囲気の中で競技に臨みました。普段は接点の少ない教職員同士が会話を交わしながら、
協力してミッションに取り組む、貴重な交流の機会となりました。実況中継を担当する職員や、全員リレー
で200メートルと100メートルの両方に手を挙げて挑戦する職員、高校時代の体育会のTシャツを着用して
参加する職員の姿も見られました。
また、備品や機材の扱いに的確な指示を出す医療検査系の職員、準備運動の手本を務める職員、競技
中の判定を冷静に下す人事課長など、それぞれの個性や専門性が随所で発揮されていました。改めて、
多様な能力と人材が本学には集っていることを実感させられる場面でした。
全13競技という比較的ハードな内容で、途中には「しんどい」「最後のリレーまで体力がもたない」といっ

た声も聞かれましたが、大きなけがもなく、無事に全日程を終えることができました。学長による2026年
の新年の決意表明では、本運動会を恒例行事とする方針が示されました。今後、こうした取り組みを通じて、
大学全体を少しずつ男女共同参画の視点からも彩っていければと考えています。
※本イベントは、男女共同参画推進室「ウェルビーイング研究環境実現イニシアティブ（学長裁量経費）」より、一部経費の支援を受けて実施されました。

高知大学では、国立大学法人高知大学第４期中期目標・中期計画（令和
4-9年度）において、「バランスの取れた年齢構成に留意しつつ、教員の多
様性を高めるために、若手教員、外国人教員及び女性教員を積極的に採用
する。特に新規採用者のうち、原則６割は若手教員、 原則３割は女性教員を
採用する。」という目標を掲げています。
現在の女性教員の割合（2025年5月1日時点）は、教授12.3％、准教授

21.9％、講師25.8％、助教36.6％です。男女共同参画推進室では、引き続き、
女性研究者の研究と生活の両立支援、女性のリーダー育成などを行ってい
きます。

男女共同参画推進室
では毎年「高知で活躍す
る女性ロールモデル集」
を作成しています。高知
県内の様々な女性たちの
活躍をご紹介しています。
オンラインでもご覧にな
れます。ぜひご覧くださ
い。

１．計画期間：令和７年4月1日～令和12年3月31日 
２．内容   目標１　仕事と子育て・介護を両立させるための支援を行う。

●令和７年度～：休日の入試業務、オープンキャンパス等の全学行事にあたり、一時託児を行う。 
●令和７年度～：研究支援員制度・研究者の復職支援を実施する。
●令和７年度～：両立コンシェルジュデスクによる相談受付、諸制度利用の広報、関連セミナー等を行う。 

目標２　業務の効率化と超過勤務縮減に向けた取組を行う。 
●令和７年度～：意識啓発や業務改善に関する研修を実施する。
●令和７年度～：会議等を通じて、超過勤務縮減、有給休暇の取得、業務の DX化推進について周知する。 

目標 3　男性の育児休業取得率を３5％以上とする。 
●令和７年度～：男性も育児・介護等に参画しやすい職場環境を目指した、意識啓発や情報提供を行う。 
●令和７年度～：ロールモデルの紹介等を行う。 
●令和７年度～：男性育休取得部署へのインセンティブや、オプトアウトなどを検討する。 

目標 4　ウェルビーイング職場環境を目指す。 
●令和７年度～：組織横断的な交流や対話を増やすための取組を行う。

取組内容

取組内容

取組内容

取組内容

高知大学　理事
（財務・地域連携・広報・ウェルビーイング担当）

堀見　和道高知大学女性研究者比率の推移


